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１ 計画策定の背景と目的 
（１） 背景 

 生物多様性と生態系を守り伝えるため、１９９２年「地球サミット」において「生物多

様性条約」が採択され、日本は１９９３年に加盟した。そして、１９９５年に「生物多様

性国家戦略」が、２００２年に「新・生物多様性国家戦略」が、さらに２００７年に「第

三次生物多様性国家戦略」が策定されたところである。 

  生物多様性とは「生態系の多様性、種の多様性、遺伝子の多様性」のことを示すが、生 

 物多様性を脅かす危機のひとつに、外来種など人為的に持ち込まれたものによる生態系の

攪乱が挙げられており、野生生物の本来の移動能力を超えて、人為的に意図的・非意図的

に、他の地域から導入された外来種は、在来種の捕食や競合等、地域固有の生物相や生態

系に対する大きな脅威となっている。 

  このような状況の中、２００５年６月に施行された「特定外来生物による生態系等に係

る被害の防止に関する法律」（以下、「外来生物法」という）において、アライグマPro
cyon lotor およびカニクイアライグマProcyon cancrivorus (以下、アライグマという)

は「特定外来生物」に指定され、飼育、運搬、保管、輸入、販売は原則禁止に、野外に放

つ行為は禁止となった。また、すでに野外等に存在、または野外への遺棄や逸出等により、

生態系等に被害を及ぼすおそれが生じる場合は、主務大臣の確認または認定を受けて、防

除ができることとなった。これにより、全国各地でアライグマの防除が行われている。 

  アライグマは、北～南米大陸を原産とする食肉目アライグマ科の哺乳類である。アライ

グマが日本の野外で確認されたのは、１９６２年、愛知県の動物園から脱走し、野生化し

た例が最初である。その後、１９７０年代後半に放映されたアニメーションの影響等で、

主にペットとして広く飼育されるようになったが、飼育が困難であること等から飼い主が

遺棄する例や逸出する例が相次ぎ、全国各地で野生化したものが確認されるようになった。 
     アライグマは、１回で２～６頭出産する繁殖力の強さ、小型の哺乳類、野鳥やその卵、

爬虫類、両生類、魚類、甲殻類、昆虫類等の動物から、果実、野菜、穀類等の植物まで食

べる幅広い食性を持ち、加えて日本には天敵らしい天敵がいないこと等により、各地で個

体数が増加しており、トウモロコシ、メロン、スイカ等の農作物への食害、家屋侵入によ

る糞尿被害や家畜・ペットが襲われる等の生活被害、希少種を含む在来種の捕食や競合等

の生態系への影響が出ている。 

また、狂犬病やアライグマ回虫症、レプトスピラ症などの人獣共通感染症の媒介の可能

性も懸念されている。 
千葉県においても、生物多様性を守るため、「生物多様性ちば県戦略」が策定されたと

ころであるが、本戦略のなかでも、外来種の侵入は、生物多様性に影響を与える直接的動

因と位置づけられている。 

     千葉県における野外でのアライグマ目撃情報は、飼育個体由来と思われる事例を含め、

１９９０年代、千葉県立中央博物館に複数寄せられたことに始まる。そしてその後、野外

での繁殖事例も確認され、千葉県では、ペット等の飼育個体の遺棄・逸出によって、１９

９０年代後半、野外に定着するようになったと考えられている。 
    「鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律」（以下、「鳥獣保護法」という）に基づ

く有害獣捕獲数は、２００３年度から年々増加し、農作物被害も２００４年度から出始め、



 4 

２００９年度の農作物被害額は、２００４年度の約８倍となった。    
  また、家屋侵入による糞尿被害や、足音・鳴き声による騒音、飼い犬が襲われるなどの

生活被害も出ている。 
     ２００６～２００７年度に実施した「外来種緊急特別対策事業（アライグマ）生息状況

調査」（以下、「生息状況調査」という）によると、夷隅地域を中心に県内広範囲に分布

し、２００９年に千葉県生物多様性センターの浅田らが試算した千葉県におけるアライグ

マの推定生息数は約１０，０００頭という結果となった。 

 
（２） 目的 
     現在の千葉県の状況から、早急かつ計画的、総合的にアライグマを防除する必要がある。

そのための対応として、外来生物法に基づく防除実施計画を策定し、県、市町村、農業者、

関係団体、県民等が、それぞれの役割を担い、県内のアライグマ問題に対する共通の理解

を深め、情報の共有化を図ることにより、効果的で継続的な防除を実施するものとする。 
  生態系や農林水産業に係る被害を最小限にとどめることを当面の目標とし、最終的に

は、野外からの完全排除をめざすことを目的とする。 
 
２ 特定外来生物の種類 
  アライグマ（学名：Procyon lotor） 
  カニクイアライグマ（学名：Procyon cancrivous） 

 
３ 防除を行う区域 
  千葉県全域 
 
４ 防除を行う期間 
  確認の日から平成３３年３月３１日まで。ただし、計画の前提となるアライグマの生息

状況等に大きな変動が生じたり、新たな科学的知見を得た場合等には、必要に応じ計画期

間を見直すものとする。 
 
５ アライグマの現況 
（１） 生息状況 
    千葉県におけるアライグマの野外での生体・死体の目撃情報は、１９９０年代から千葉 

県立中央博物館に複数寄せられるようになった。１９９８年には旧大原町（現いすみ市） 

において、野外での繁殖が確認されたため、２００１年度、市町村、県関係機関、千葉県 

指定獣医師、鳥獣保護員 計３０３件（回収率７８．２％）を対象に、生息確認のための 

アンケート調査を実施し、それまで収集された目撃情報を加え、千葉県におけるアライ

グマの生息状況を明らかにした。 
   その結果、１９９６年に御宿町において、千葉県で初めてとなる野外での繁殖例が確

認されたほか、全部で１８市町（現１６市町）３８件の生息情報が得られた。このうち

７件については、「人に慣れていた」、「首輪をしていた」、「飼育ケージごと置き去

りにされていた」等、飼育個体由来と思われる事例であった。 
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   千葉県では、ペット等の飼育個体の遺棄・逸出によって、遅くとも１９９０年代後半

には、野外で繁殖し、定着するようになったと考えられている。 
      また、２００６年度から２００７年度にかけて、市町村、県関係機関、鳥獣保護員、

自然保護指導員、自治会長、農家組合長等、計５，５９８件（回収率５７．８％）を対

象に、目撃・被害情報等収集のためのアンケート調査（以下、「アンケート調査」とい

う）を実施し、併せて生息密度を推定するため捕獲調査を実施した。その結果、夷隅地

域を中心に、５６市町村中４９市町で、目撃および被害情報が得られた 
 
（２）被害の状況 

 ① 農作物被害 
    アライグマによる農作物被害は２００４年度から出始め、被害金額は約７６０千円であ 

ったが、年々増加傾向にあり、２００９年度には６，１５０千円と約８倍となった。 

   印西市、勝浦市、大多喜町、いすみ市、君津市での被害が報告されており、トウモロ

コシ、トマト、スイカ、イチゴ、ブドウ、ナシなどが被害にあっている。 

   ただ、アンケート調査では、上記調査で報告のあった市町村以外の市町村（八千代市、

柏市、香取市、横芝光町、白子町、長南町、富津市）においても、アライグマによる農

作物被害があるとの回答があった。また、家庭菜園での被害や、アライグマと特定はで

きないが何かの中型獣類による農作物被害があるとの回答があり、また、被害額が少額

である場合は、被害実績として報告されていない場合が考えられること等から、潜在被

害はもっと多いと推測される。 

 
 ② 生活被害 
     柏市、睦沢町、白子町、長南町、勝浦市、いすみ市、君津市、富津市などで、家屋侵 

入による天井裏等の糞尿汚染、足音や鳴き声による騒音等の被害が発生している。 
     また、市原市では飼い犬が襲われる被害があった。 
 
  ③ 指定文化財への被害 
     市原市において、建造物の柱に傷をつけられた事例があった。 
 
 ④ 生態系被害 
     アライグマの関与が確実と思われる情報は得られていないが、アンケート調査で、タ 

ヌキ、ノウサギ、コジュケイ、ドジョウ、ヘビ類等が少なくなったとの声があった。 

  アライグマの急激な個体数増加に伴い、在来種への捕食による影響や、生息場所の競合 

等の可能性があることを念頭におき、対策を進める必要がある。 

 

 ⑤ 人の生命・身体への影響 

  原産地では、アライグマは狂犬病ウイルスやアライグマ回虫の媒介動物として位置づ 
けられている。現在、日本では、野生アライグマから上記病原体が分離された例は報告 
されていないが、動物園等の飼育個体において、アライグマ回虫が確認された事例があ 
り、今後とも監視する必要がある。 



 6 

また、北海道で捕獲された野生アライグマにおけるレプトスピラの感染率が、約４割 
という報告があることから、ヒト、イヌ、家畜等への感染予防対策についても、公衆衛

生上、注意する必要がある。 
 
（３） 捕獲状況 
     鳥獣保護法に基づく有害獣捕獲および狩猟による捕獲状況は、表２のとおりである。 

２０００年度、狩猟により初めて１頭が捕獲された。また２００３年度からは、市町村

による有害獣捕獲がはじまり、以降、年々捕獲数が増加し、２００９年度には１，１１１

頭となった。 

 
表２ 捕獲頭数の推移（頭） 

  2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 

狩    猟 6 7 2 11 23 19 21 

市町村捕獲 65 146 180 411 484 855 1090 

県捕獲調査等 － － － 25 36 － － 

計 71 153 182 447 543 874 1111 

 
６ 防除の目標                     
（１） 目標 
   アライグマの有害獣捕獲頭数は、年々増加しているが、農業被害や生活被害等は、軽

減・解消に至っていないことから、対症療法的な捕獲では、生息頭数の増加を抑制する

ことは困難であり、生息状況調査およびモニタリング等により地域ごとの動向を把握し、

計画的に防除を実施する必要がある。 
   アライグマは、繁殖力が強く、幅広い食性をもち、日本には天敵らしい天敵がいない

ことから、野外に残存している限り、再び個体数が増加することが予想されるため、抜

本的な問題解決として、最終的には千葉県の野外からの完全排除を目標とする。 
 
（２） 地域別目標設定 
   生息状況調査の結果推定された、市町村ごとの生息密度をふまえ、アライグマの定着

が推定される市町村のうち、特に重点的に対応すべき市町村を「重点対応地域」、それ

以外を「緊急対応地域」とする。また、その他の市町村を「要注意地域」とし（図２）、

各地域の目標は以下のとおりとする。 

 

 ① 重点対応地域   
  生息状況調査で得られた推定生息密度が高く、また、継続的な捕獲実績や、早い時期か

らの目撃情報や繁殖事例が確認されている次の６市町を重点対応地域とする。 

 
市町村名 いすみ市 御宿町 長南町 大多喜町 勝浦市 長柄町 

推定生息密度  頭／ｋ㎡ ６．９ ５．９ ５．９ ５．５ ５．０ ４．２ 
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   重点対応地域では、被害が発生した場所及びその周辺で徹底した捕獲を行うとともに、

目撃により生息が確認された場所等においても計画的な捕獲を行い、当面、個体数の減少

および被害の軽減を図り、おおむね１０年以内で、地域での野外からの排除を目指す。 

 
 ② 緊急対応地域 
  重点対応地域に比べると推定生息密度は低いものの、生息・被害情報や捕獲実績がある

こと、また、周囲の状況などを考慮し、すでにアライグマが定着している可能性が高い次

の４０市町村を緊急対応地域とする。 

 

 地域名  市  町  村  名  市町村数 
   千葉  千葉市、習志野市、八千代市、市原市 ４ 
   東葛飾  船橋市、我孫子市、柏市、流山市 ４ 
   印旛  成田市、佐倉市、四街道市、八街市、印西市、

白井市、富里市、酒々井町、栄町 
９ 

   香取  香取市、神崎町、多古町 ３ 
   海匝  匝瑳市 １ 
   山武  東金市、大網白里町、九十九里町、山武市、 

 横芝光町、芝山町 
６ 

   長生  茂原市、一宮町、睦沢町、長生村、白子町 ５ 
   安房  館山市、鴨川市、南房総市、鋸南町 ４ 
   君津  木更津市、君津市、富津市、袖ヶ浦市 ４ 

 

                 計 ４０ 

 

 

  緊急対応地域では、捕獲体制を整備し、被害が発生した場所及びその周辺で徹底した捕

獲を行うとともに、目撃等により生息が確認された場所においても計画的な捕獲を行い、

５年以内で、地域での野外からの完全排除を目指す。 
 
 ③ 要注意地域 
  目撃情報、捕獲実績がほとんどなく、「生息していない、またはほとんどいない」と推

定されるものの、今後侵入・定着の可能性がある次の８市町を要注意地域とする。 

 

 地域名  市  町  村  名  市町村数 
   東葛飾  市川市、松戸市、野田市、鎌ヶ谷市、浦安市 ５ 

  香取  東庄町 １ 
          海匝  銚子市、旭市 ２ 

 

 計 ８ 
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要注意地域は、アライグマの分布拡大を阻止する予防区域として重要な意味を持つ。し

かし、被害がほとんど発生していないため、アライグマ問題に関する認知度が低いと予想

される。そのため、住民や関係機関に対し、アライグマ問題について積極的に普及啓発や

情報提供を行うとともに、生息状況について継続的な監視を行い、目撃や被害の情報があ

った場合は、速やかに捕獲を行い、野外への定着を防ぐこととする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 県内市町村の地域区分 
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（３） 体制の確立 
     アライグマの完全排除に向けては、科学的、計画的に防除を推進する必要がある。 
   上記目標の後半においては、捕獲頭数の実績が少なくなると予想されるが、その場合 

も捕獲圧を弱めることなく、防除を継続する必要がある。 
   そのため、市町村、関係団体、住民等の協力を得ながら、生息情報等を正確に収集す 

る体制、および確実に捕獲できる体制を確立する。 

 
（４） 特に保護すべき生物の生息する地域 
      希少な動植物または地域生態系における重要な動植物を、アライグマの捕食等から保 

護をする必要がある地域については、被害実態の把握に努めるとともに、効果的な対策

の検討を行い、併せて計画的な捕獲等により、野外からの完全排除をめざす。 
 
（５） 緊急的な防除 
      突発的な出没等により人に危害を与えるおそれがある場合や、希少な野生生物への被 

害が発生する恐れがある場合、またはその他の事由により緊急的に対応する必要がある 

場合には、緊急的な防除を実施する。 
      その際、捕獲された個体は、計画的に捕獲された個体と同様の扱いとする。 
 
７ 防除の方法 
（１） 実施体制            
      防除の実施にあたっては、県および市町村が実施主体となり、地域住民、関係団体、

研究機関等の協力を得ながら、防除を実施することとする。 
    具体的には、県は、原則的に、捕獲個体の処分、生息状況等のモニタリング、科学的

データの蓄積、分析および結果のフィードバック、結果に基づく捕獲目標の設定、防除

実施計画の進行管理、市町村の取り組みに対する技術指導等を実施する。 

また、市町村は、後述する捕獲班を編成し、アライグマの捕獲、処分場所への運搬、

および焼却等による処分個体の処理を実施する。 
      また、６（４）で示した「特に保護すべき生物の生息する地域」において、県は必要

と認めた場合に、関係市町村と連携をとりながら捕獲を行う。 

   
（２） 捕獲の方法 
      原則として、はこわなを使用し、次のとおり実施する。 
 
  ① 捕獲班の編成 
  市町村は、効果的で計画的な捕獲を実施するため、地域の実情に精通した捕獲技術者を

構成員とする捕獲班を編成するものとする。 
  班を編成するにあたり、市町村は、捕獲を行うエリアごとに捕獲等に従事する者 （以

下、「従事者」という）に従事者証を発行し、従事者数、従事者とその担当区域等をまと

め、これを従事者台帳として管理する。 
  従事者は、主にわな免許を有する者とする。ただし、次の要件を満たしている場合には、
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免許非所持者であっても従事者に含めることができる。 
 
【免許非保持者の参加要件】   

・ 市町村、社団法人千葉県猟友会、県または県が認める機関が実施する、適切な捕獲と 

安全に関する知識及び技術、外来生物法および公衆衛生についての講習を受講した者。 
・ 良識があり、必要に応じて、いつでも迅速に捕獲に従事できる者。 

 
  ②  従事者説明会の実施 

  市町村は、従事者を対象に、外来生物法、公衆衛生の内容を含んだ従事者説明会を実 

施するものとする。 

 
（３） 捕獲の際の留意点 
   市町村および従事者（以下、「市町村等」）は、捕獲を実施する際、次の事項に留意

するものとする。 
 
  ① 錯誤捕獲の防止 
  わな設置期間中は、１日１回は巡視するものとする。     
    アライグマは夜間に捕獲されることが多い。ネコ等の錯誤捕獲の防止のため、昼間、は

こわなの入口を閉じておくことが望ましい。 
    なお、錯誤捕獲が確認された場合は、速やかに解放すること。 
 
 ② 事故の発生防止 
  市町村等は、捕獲の際は、事前に地域住民等への周知を図るとともに、従事者は市町村 

が発行する従事者証を携帯するものとする。 
     アライグマは、感染症を媒介する可能性があるため、捕獲したアライグマの取扱いに 

 ついては、十分注意し、万一、事故等があった場合には、速やかに適切な措置を講じるこ 

ととする。 
     また、使用後のはこわなは感染症等を防止するため、消毒等の措置を行うこととする。 

   
  ③ 捕獲個体 
     動物福祉の観点から、捕獲された場合は季節や天候に留意し、必要に応じてシート等 

ではこわなを覆い、雨風や直射日光を防ぐ。 
   捕獲個体を運搬する場合は、針金等で補強するなど、逸出防止に努める。 
 
（４） 捕獲個体の取り扱い 
      捕獲個体は、市町村からの依頼に基づき、原則として県が処分を行う。ただし、処分

方法について県と事前に協議し、県が認めた場合には、市町村主体で処分することがで

きる。 
      方法は、動物福祉および公衆衛生に配慮し、新炭酸ガス方式や二段階注射等、できる

限り苦痛を与えない方法とする。 
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      捕獲地から処分地までの個体の運搬は市町村等が実施し、処分個体は、原則市町村等

が持ち帰り、焼却等適切に処理するものとする。 

なお、処分個体は、モニタリングに必要なデータに供する。 

 

（５） 捕獲個体の譲り受けと飼養 
      捕獲個体については、学術研究、展示、教育、その他公益上の必要があると認められ

る目的で譲り受ける旨の求めがあった場合は、外来生物法第五条第一項に基づく飼養等

の許可を得ている者、または法第四条第二項の規定に基づいて特定外来生物を適法に取

り扱うことができる者に譲り渡すこととする。 
      なお、いわゆる里親制度として、引き取り飼養等を希望する団体に捕獲個体を引き渡

す場合には、県は、飼養の目的等を確認のうえ譲渡証明書を発行し、下記の要件や条件

を伝達することとする。 
 
  ①  外来生物法第五条第一項の規定に基づく飼養等の許可を国から得ていること。 
      （許可条件は下記のとおり） 
 ② 捕獲されたアライグマを速やかに引き取ることができること。 
  ③ 一定期間ごとに、引き取りをした個体の飼養等の状況（個体の大きさ、重量の情報、

取り扱いの状況及び当該内容を示した写真など）について県に報告すること。 
 
【参考：防除された個体等の引き取り飼養等の許可条件（環境省通知）】 
    ○ 飼養等をしようとする特定外来生物が哺乳類、鳥類又は爬虫類に属するものである

こと。 
    ○ 許可後の取扱方法に関し、「野外での散歩不可」といった規制内容について、許可

申請者が充分理解していること。 
    ○ 次の事項を飼養等許可条件として付すことを許可申請者が了承すること。 
      ・飼養等をすることのできる数量の上限を定めること。 
      ・不妊去勢手術等の繁殖制限措置を実施すること。 
      ・特定外来生物の譲渡元から、防除で捕獲した個体である旨等の譲渡の経緯を明らか

にした証明書を得ること。 
   ・マイクロチップを基本に、許可を受けていることを明らかにする措置を講じること。

   ・一定期間ごとに、引き取りをされた個体の飼養等の状況（個体の大きさ、重量の 

   情報、取り扱いの状況及び当該内容を示した写真など）について主務大臣に報告する

   こと。 
      ・地方公共団体等からの要請があった場合、許可を受けた上限までの頭数については

    積極的に引き取ること。 
 
（６） 傷病獣として救護されたアライグマの取り扱い 
     外来生物法により、特定外来生物は野生復帰できる状態に回復した場合でも、野外 

 へ放つことは禁止されているため、計画的に捕獲された個体と同様の扱いとする。 
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（７） モニタリング（継続監視） 
      生息状況や被害情報を把握するためにモニタリングを実施し、防除の効果検証を行う

とともに、その結果を防除事業に適切に反映していく必要がある。 
  モニタリングの方法としては、処分時に、県または市町村等は捕獲個体データを収集し、

県が分析を行い、野外での生息状況や自然環境への影響等の実態を把握し、防除の効果を

検証するとともに、モニタリング結果を防除事業に適切に反映させ、必要と判断された場

合は、計画や捕獲目標の見直しを行う。 
     なお、モニタリング（継続監視）の分析は、県が研究機関等の協力を得て実施する。 
 
（８） 農地等及び家屋の予防管理 
   農作物被害の削減・防除のためには、農地や集落環境の整備を図る必要がある。 
   具体的には、集落内に取り残された農作物、放置された生ごみ、放棄された果樹等  

がないか点検し、地域全体で集落や農地をアライグマの餌場にしないよう努める。 
   また、防除柵の効果的な活用や、管理方法の追及および普及を通して、農作物被害

の軽減を図る。 
   アライグマは、わずかな隙間でも侵入する可能性があるため、侵入口になりそうな

壁や床下、屋根付近等の隙間はふさいでおく。特に、古い木造建造物は隙間があり、

人間が近づかない場合が多く、繁殖場所として利用されやすいため注意を要する。 
 
８  合意形成等 
    防除にあたっては、防除を行う地域の住民、土地所有者、施設管理者等との調整および

合意形成に努める。 
 
（１） 地域説明会の開催 
   防除を実施する地域の土地所有者や住民等に対して、必要に応じて地域説明会を開催

し、現場の意見の収集に努める。 

 
（２）  特定外来生物（アライグマ）対策検討会の設置 
       県では、アライグマ対策に係わる方向性や防除等について社会的な合意形成を図りな

がら、有効な対策の検討を目的として、学識経験者、獣医師団体、自然保護団体、動物

福祉、農業者団体、狩猟者団体、被害市町等の代表で構成される「千葉県特定外来生物

（アライグマ）対策検討会」をすでに設置したところである。 
       防除実施計画の策定、進行管理、見直し等に際しては、当検討会において議論し、各

方面からの意見を反映させるよう努める。 
 
（３） 連絡協議会の設置 
       防除の実施に際しては、市町村、関係機関等からなる「千葉県アライグマ対策連絡 

協議会」を設置し、情報交換、意見交換をしながら、共通認識のもとすすめる。 

 
（４） 県民への情報提供、意見の収集 
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   防除実施計画の策定にあたっては、本計画を広く県民に知らせ、県民から意見を収集

 するため、パブリックコメントを実施する。 

 

９ 普及啓発 
  アライグマ問題については、地域により認識・対応に温度差があることから、関係機関 

および県民に対し、千葉県におけるアライグマの現状と防除の必要性について普及啓発 

し、理解を得ることが必要であるため、アライグマにかかるパンフレットの作成や講習会、 

研修会等の開催により普及啓発に努める。また、県のホームページも有効に活用する。 

 
最後に    

アライグマは、野生動物由来の外来生物（飼育されていた野生動物の遺棄または 

逸出によるもの。）である。 

   一般の家庭で、野生動物の生態に適した飼育環境を備え、飼育技術を持つことは、 

概して困難であるだけでなく、動物福祉の観点からも望ましくない。 
   外見の愛らしさ等から安易にペットにされ、最後まで飼いきれずに捨てられた 

アライグマたちが増え、それにより起こった問題の背景には、人間の身勝手が存在 

することを見逃すわけにはいかない。 
   人間の不適切な行為がなければ失われなかった生命であることを反省し、この問題 

 をできる限り早期に解決することにより、処分されるアライグマをできるだけ少なく 

するとともに、我々は、第２、第３のアライグマが出ないよう、動物を飼育する人間 

の責任や、生命について考えていかなければならない。 
参考資料 

浅田正彦.篠原栄里子.千葉県におけるアライグマの個体数試算（２００９） 千葉県生物多様性

センター研究報告 1:30-40,2009 
 落合啓二他．千葉県におけるアライグマの移入･定着．千葉中央博自然誌研究報告７（１）： 

２１－２７（２００２）  
 吉識綾子他．北海道のアライグマにおけるレプトスピラの浸潤調査．第１３８回日本獣医学会学

術集会講演要旨集：DB－２０（２００４） 
 環境省．「第三次生物多様性国家戦略」（２００７） 
 千葉県．「生物多様性ちば県戦略」（２００８） 
 社団法人日本獣医師会．「外来生物に対する対策の考え方」（２００７） 
 千葉県環境生活部自然保護課・株式会社セレス．「平成18年度外来種緊急特別対策事業（アライ

グマ）生息状況調査業務委託報告書」（２００６） 
千葉県環境生活部自然保護課・株式会社セレス．「平成18年度外来種緊急特別対策事業（アラ

イグマ）に関する生息状況調査補完業務委託報告書」（２００７） 
千葉県環境生活部自然保護課・財団法人自然環境研究センター．「平成19年度外来種緊急特別

対策事業（アライグマ）生息状況調査業務委託報告書」（２００８） 
北海道．「北海道アライグマ・アメリカミンク防除実施計画」（２００６） 
神奈川県．「神奈川県アライグマ防除実施計画」（２００６） 
大阪府．「大阪府アライグマ防除実施計画」（２００７） 
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資料１

千葉県アライグマ防除実施計画の役割分担

捕獲等 被害予防策 モニタリング 普及啓発・合意形成ほか

・捕獲目標設定 ・効果的な被害予防策の検討 ・生息状況等モニタリング ・パンフレット、ＨＰ、講習会等による

・処分支援 ・関係機関との情報交換 ・モニタリング結果のフィードバック 　普及啓発

・捕獲わなの貸出（市町村へ） ・農業被害予防策の支援 ・防除実施計画の進行管理、修正等 ・国、他自治体、専門家等との情報

・関係者との連絡調整 ・農業被害状況の把握、とりまとめ 　交換

・捕獲方法の検証 ・検討会開催による合意形成

・完全排除の確認

・保護生物生息地域での捕獲

・農業被害、生活被害等のための ・地域住民への情報提供 ・目撃情報等の把握・提供 ・地域住民への情報提供

　　 捕獲の実施 ・地域住民への被害予防策の ・被害情報の把握・提供

・捕獲わなの貸出（従事者へ） 　支援

・捕獲個体の運搬

・処分個体の処理

【農協、農業者、住民】 【農協、農業者】 【各主体】 【農協、農業者、住民】

・生息情報の提供 ・被害予防策の実施 ・生息情報の提供 ・外来種問題、対策への理解

・捕獲等の実施 ・農地の適正管理・放棄作物等

・捕獲個体の運搬 　の撤去 【自然保護団体、獣医師会】

・誘引要因の除去 ・市民への、外来種問題の普及啓発

【自然保護団体等】 　（生ｺﾞﾐの適正管理等）

・生息情報の提供

・捕獲等への協力 【住民】

・家屋侵入経路の遮断等、予防

【猟友会等】 　策の実施

関係団体 ・捕獲等の実施 ・誘引要因の除去

・住民等 ・狩猟の実施 　（生ｺﾞﾐの適正管理等）

・従事者への捕獲技術指導

【飼育者】

【獣医師会】 ・外来生物法、動物愛護法等に

・処分の協力 　基づく、適正な終生飼育

・飼育者への飼育技術指導

【愛護団体等】

・捕獲個体の引取、終生飼育

･効果的な捕獲方法の研究 ・効果的な被害予防策の研究 ・モニタリング調査への協力 ・外来種に関する調査研究成果の

・効果的な防護柵の形状、設置 ･捕獲個体等の分析協力 　発表

　　方法等の研究 ・生息数の推定

・人獣共通感染症の研究

・生態系被害把握手法の検討

研究機関

県

市町村
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住 所  

氏名（団体名）  

生年月日  

目 的  

捕獲等をする区域  

捕獲等をする期間  

捕獲の方法  

捕獲後の処置  

備 考  

 

  
 第○○号 

 

 
 

千葉県アライグマ防除実施計画に基づく 
従  事  者  証 

 
                              
                 ○○市町村長 
 

 

注  意  事  項 
 
１ 従事者証は、アライグマの捕獲等に際しては必ず携帯しなければならず、 
かつ、他人に使用させてはならない。       

２ 従事者証は、捕獲等をする期間終了後 30 日以内に、○○市町村長に返納

し、かつ、捕獲等について「捕獲記録」により報告をしなければならない。 
 
  
 
 

捕獲等実績報告 

捕獲等の場所  数量  備  考 

（捕獲結果は、裏面に記載してください。） 

 
 

印 
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様式２-１   

「○○○市町村 アライグマ防除従事者台帳」  

       

地方公共団体職員用  

番号 所 属 名 氏  名 住  所 わな免許 
アライグマ等の捕獲歴 
研修・講習会の受講状況 

登録期間 

1 ○○○市町村○○課   市町村役場の住所 有・無     

2       有・無     

3       有・無     

4       有・無     

5       有・無     

6       有・無     

7       有・無     

8       有・無     

9       有・無     

10       有・無     

11       有・無     

12       有・無     

13       有・無     

14       有・無     
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様式２-２     

「○○○市町村 アライグマ防除従事者台帳」   

地方公共団体職員以外   

番号 氏名 住所 生年月日 
団体名 

または個人 
わな免許 

アライグマ等の捕獲歴 
研修・講習会の受講状況 

捕獲を行う地区 備考 

1         有・無       

2         有・無       

3         有・無       

4         有・無       

5         有・無       

6         有・無       

7         有・無       

8         有・無       

9         有・無       

10         有・無       

11         有・無       

12         有・無       

13         有・無       

14         有・無       

15         有・無       
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様式３ 
千葉県アライグマ防除実施計画に基づくアライグマの捕獲記録  

１ 捕獲の目的： 
 
２ 捕獲の状況等 

わなの設置期間 
設置した日 

                                       

捕獲場所 
（詳細な場所） 解除した日 

捕獲 
総数 

捕獲個体の詳細 
（捕獲日、性別、体重を捕獲個体ごとに記載） 

備 考 

(使用した餌) 

平成 年 月 日 

 

平成 年 月 日 

 

（個体№１） 
１ 捕獲日 平成  年  月  日  ２ 成幼 
３ 性別（オス／メス｛泌乳の有無）／不明） 
４ 体重  kg 
 
（個体№２） 
１ 捕獲日 平成  年  月  日  ２ 成幼 
３ 性別（オス／メス｛泌乳の有無）／不明） 
４ 体重  kg 
 
（個体№３） 
１ 捕獲日 平成  年  月  日  ２ 成幼 
３ 性別（オス／メス｛泌乳の有無）／不明） 
４ 体重  kg 

 

 

 

 
３ 錯誤捕獲の状況 

動物種 捕獲日 捕獲したときに使用した餌 

 平成  年  月  日  

 平成  年  月  日  
 
備考 １ 記載は、仕掛けたわな別に行ってください。（この用紙は、１箇所（１基）１連続期間のわな設置ごとに１枚作成してください。（例えば３基のわなを各１週間連続してかけた場合には３枚作成してください。） 

２ わなに使用した餌を備考欄に記載してください。 
３ 「わな」とは、はこわな、捕獲箱、捕獲檻等をいいます。 
４ 捕獲できなかった場合は、捕獲総数を０と記載し、捕獲場所、わな設置日、わな解除日、使用した餌を記載してください。 
５ 錯誤捕獲があった場合は、錯誤捕獲の状況の欄に、捕獲場所、捕獲日時、捕獲された動物の種類を記載してください。 
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様式４
千葉県アライグマ防除実施計画に基づくアライグマの捕獲記録(市町村報告用）

市町村名：

捕獲場所
備考

住所（住宅敷地内、農地、森林、他） 設置をした日 解除した日 性別 体重（kg）
(使用した

餌)

平成　　年　月　日 平成　　年　月　日 個体№1 平成　年　月　日 動物の種：
個体№2 平成　年　月　日 捕獲日：　年　月　日
個体№3 平成　年　月　日 餌：
個体№1 平成　年　月　日 動物の種：
個体№2 平成　年　月　日 捕獲日：　年　月　日
個体№3 平成　年　月　日 餌：
個体№1 平成　年　月　日 動物の種：
個体№2 平成　年　月　日 捕獲日：　年　月　日
個体№3 平成　年　月　日 餌：
個体№1 平成　年　月　日 動物の種：
個体№2 平成　年　月　日 捕獲日：　年　月　日
個体№3 平成　年　月　日 餌：
個体№1 平成　年　月　日 動物の種：
個体№2 平成　年　月　日 捕獲日：　年　月　日
個体№3 平成　年　月　日 餌：
個体№1 平成　年　月　日 動物の種：
個体№2 平成　年　月　日 捕獲日：　年　月　日
個体№3 平成　年　月　日 餌：
個体№1 平成　年　月　日 動物の種：
個体№2 平成　年　月　日 捕獲日：　年　月　日
個体№3 平成　年　月　日 餌：
個体№1 平成　年　月　日 動物の種：
個体№2 平成　年　月　日 捕獲日：　年　月　日
個体№3 平成　年　月　日 餌：
個体№1 平成　年　月　日 動物の種：
個体№2 平成　年　月　日 捕獲日：　年　月　日
個体№3 平成　年　月　日 餌：
個体№1 平成　年　月　日 動物の種：
個体№2 平成　年　月　日 捕獲日：　年　月　日
個体№3 平成　年　月　日 餌：

備考　 １　記載は、設置したわなごとに行ってください（捕獲できなかった場合を含めて、設置したわなについて、もれなく記載してください）。
２　捕獲できなかった場合は、捕獲総数を０と記載し、捕獲場所、わなの設置期間、錯誤捕獲の状況、備考（使用した餌）を記載してください。

錯誤捕獲の状況
（動物、捕獲日、捕獲し
たときに使用した餌）捕獲日

捕獲個体の詳細
※記載欄が不足する場合は、増やして記載してください。捕獲の

目的
捕獲
総数

わなの設置期間

平成　　年　月　日 平成　　年　月　日

平成　　年　月　日 平成　　年　月　日

平成　　年　月　日 平成　　年　月　日

平成　　年　月　日 平成　　年　月　日

平成　　年　月　日 平成　　年　月　日

平成　　年　月　日 平成　　年　月　日

平成　　年　月　日 平成　　年　月　日

平成　　年　月　日 平成　　年　月　日

平成　　年　月　日 平成　　年　月　日



特定外来生物（アライグマ）防除実施計画の概要 

 

（１）計画策定・改定 

    平成２０年７月策定 

（２）防除を行う期間 

    平成２０年７月から令和３年３月３１日まで 

（３）防除の対象 

    アライグマ、カニクイアライグマ 

（４）防除区域 

    千葉県全域（重点対応地域、緊急対応地域、要注意地域を設定） 

（５）防除の目標 

    最終的には千葉県の野外からの完全排除を目標とする。 

    重点対応地域では、被害の発生地域での徹底した捕獲、生息場所での計画的な捕

獲を行い、おおむね１０年以内で、地域での野外からの排除を目指す。 

    緊急対応地域では、捕獲体制を整備して捕獲を行い、５年以内で排除を目指す。 

    要注意地域では、目撃等があれば速やかに捕獲を行い、野外への定着を防ぐ。 

（６）防除の実施体制 

    県および市町村が実施主体となり、地域住民、関係団体、研究機関等の協力を得

ながら、防除を実施する。 

    県は、捕獲個体の処分、生息状況等のモニタリング、科学的データの蓄積、分析

および結果のフィードバック、結果に基づく捕獲目標の設定、防除実施計画の進行

管理、市町村の取組に対する技術指導等を実施する。 

    市町村は、捕獲班を編成し、アライグマの捕獲、処分場所への運搬、および焼却

等による処分個体の処理を実施する。 

（７）捕獲方法 

    原則として、箱わなを使用する。市町村は捕獲従事者による捕獲班を編成する。 

    市町村は、従事者を対象に、法令や公衆衛生の内容の従事者説明会を実施する。 

（８）農地等及び家屋の予防管理 

    農作物被害の削減・防除のために、農地や集落環境整備（放置農作物や生ごみの

排除）をはかる。家屋への侵入口になりそうな隙間はふさいでおく。 

（９）普及啓発 

    関係機関および県民に対し、アライグマにかかるパンフレットの作成や講習会、

研修会等の開催により普及啓発に努める。県のホームページも有効に活用する。 
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第２次防除実施計画（案）に対する意見及び対応【アライグマ】 
 

 

【パブリックコメントの結果（２月５日から２月２６日まで実施）】 

 意見なし 

 

 

【市町村】 

意見提出元 意見の概要 県の考え方（対応） 

流山市 Ｐ１６（ウ） 従事者証の携帯及び標識の

設置 

 住民を一時的に捕獲従事者として登録

する場合は、捕獲等従事者台帳の記載の

みとし、従事者証の発行を省略できるよ

うにしてほしい。もしくは、捕獲従事者に

任命しなくても、最低限の日々の見回り

（※）のみ住民でも実施できる内容とし

てほしい。 

（※）罠には触れず開閉状況を確認して

もらい、扉が閉まっていたり、何かが掛か

っている場合は連絡してもらう程度の内

容。 

Ｐ１５「（２）捕獲の取組―オ 捕

獲の際の留意点」の内容は、農林

水産省及び環境省のアライグマ

防除に関する告示の内容を参考

して、記載している。 

同告示には、「特定外来生物に

よる生態系等に係る被害の防止

に関する法律（以下「法」という。）

に基づく防除を実施しているこ

とを証する書類の携帯をするも

のとする。」と規定されているこ

とから、従事者証の発行を省略す

ることはできないものと考えて

いる。 

また、わなの見回りについて

は、わなに直接触れない見回り

行為に限れば、住民でも実施可

能であることを環境省に確認済

みであり、環境省からは、「あえ

て計画に記載する内容ではな

い。」との見解が示されている。

そのため、計画の修正は行わな

いこととする。 

我孫子市 

船橋市 

Ｐ１５ ウ 捕獲個体の取扱いについて 

当市では、千葉県射撃場（市原市）内の処

分施設を利用しての殺処分を行っている

ところだが、同射撃場への捕獲個体の運

搬が困難であるため、今後は捕獲個体の

捕獲個体の殺処分については多

くの市町村から要望があがって

いることから、引き続き、具体

的な支援の内容を検討していく

旨、計画に記載している。 
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殺処分がより円滑に行えるよう、各地域

振興事務所への殺処分機の設置、または

各市町村への貸し出し等の具体的な支援

策を例示していただきたい。 

船橋市 （１）Ｐ１４ 第２次計画では地域区分

は行わないということだが、捕獲数の地

域差が見られることから、全域一律では

なく地域の実情に合わせた作業方針が望

ましい。 

 

 

 

（２）Ｐ１５ アライグマの好適な生息

環境となっていることが予想される地点

での捕獲の実施について、目撃情報がど

のように変化したら積極的な捕獲を実施

していくべきなのか、具体的な考え方を

明示することが望ましい。 

 

（３）Ｐ２３ ホームページ、パンフレッ

ト、講習会等による普及啓発について、県

が実施する内容と市町村が実施する内容

を明確にし、その具体的な手段を明示す

ることが望ましい。 

 

 

 

 

（４）アライグマの写真や見分け方など

についても記載があった方が望ましい。 

（キョンやアカゲザルについても同様） 

 

 

（１）第２次計画で実施する取

組内容は、生息密度の大小に関

わらず、実施可能な内容である

ことから、アライグマが県内全

域に生息することを踏まえ、第

２次計画では地域別の作業方針

を立てていない。 

 

（２）環境や生息状況等により

判断の基準が異なり、一律の考

え方を示すことは難しいため、

計画には明記していない。 

 

 

 

（３）普及啓発は県と市町村の

両方の役割である。また、別添

１のホームページ、パンフレッ

ト、講習会等の手段はあくまで

例示であり、普及啓発の内容は

市町村の実情に合わせて実施す

るものと考える。 

 

（４）アライグマ（キョンやア

カゲザルも含む）の写真や見分

け方については、防除計画では

なく、普及啓発の中で行うもの

と考えており、ＨＰやパンフレ

ット、講習会等を活用して啓発

を図っていく。 

松戸市 Ｐ１７ （次期防除計画では）「ただし、

箱わなを使用して捕獲する場合、市町村

等から説明を受け、適切な捕獲と安全に

関する知識及び技術を有していると認め

られる者については、含むことができる」

農林水産省および環境省による

アライグマ防除の告示には、「適

切な捕獲と安全に関する知識及

び技術を有していると認められ

る者については、免許非所持者



とあるが、現行の千葉県アライグマ防除

実施計画 P10【免許非保持者の参加要件】

を今回の計画でも記したほうが良いので

はないか 

 

【免許非保持者の参加要件（現行計画）】 

・ 市町村、社団法人千葉県猟友会、県ま

たは県が認める機関が実施する、適切な

捕獲安全に関する知識及び技術、外来生

物法および公衆衛生についての講習を受

講した者。 

・ 良識があり、必要に応じて、いつでも

迅速に捕獲に従事できる者。 

 

であっても従事者に含むことが

できる。」とあり、次期計画で

は、この防除の告示の記載に合

わせることとした。 

長南町 アライグマの捕獲圧を高めるため、アラ

イグマキャッチャーなど新しい捕獲機材

の使用を防除計画で認めてもらいたい。 

Ｐ１４ 捕獲については、次期

防除計画でも引き続き、原則と

して箱わなを使用することとし

ているが、箱わな以外の捕獲方

法を全面的に禁止している訳で

はない。アライグマキャッチャ

ーなどの新たな捕獲技術が県と

して推奨できるかについては、

引き続き検討していく。 
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千葉県環境審議会鳥獣部会アライグマ小委員会の開催結果（概要） 

 

１ 開催日時 令和３年１月１３日（水） 

  午前１０時から午前１１時４５分 

 

２ 開催場所 ホテルプラザ菜の花 槙 

  千葉市中央区長洲１－８－１ 

 

３ 出 席 者 

 【委員】羽山伸一委員（委員長）、淺野玄委員、手塚幸夫委員、 

 役山多佳志委員、西村壽委員、清水健一委員 

 【 県 】能條自然保護課長、三井副課長（鳥獣対策）、他自然保護課職員 

 

４ 議 案 

 議案第１号 

 第２次千葉県アライグマ防除実施計画の策定について 

 

５ 審議結果 

  上記４の議案について審議がなされ、原案に修正を加えたうえで別添修正議案に

より議決された。 

 

６ その他 

  第１号議案については、令和３年３月１０日開催予定の千葉県環境審議会鳥獣部

会での審議が必要であるため審議結果を報告する。 

 

７ 主な質疑・意見 

 

委員 要は、現行の実施計画は失敗だったということだと思う。現行計画期間の１０

年間にアライグマの個体数がこれだけ増加しているのであれば、委員会をもう少

し開催すべきであった。また、１次計画では目標が書かれていたが、現行計画で

は具体的な対策が目標に含まれていない。これでは個体数が増加した一次計画の

繰り返しになってしまうのではないか。市町村から殺処分場の増設の要望がある

ようだが、犬や猫等のための既設の殺処分場を活用するなど、部署を横断した連

携を図ってはどうか。都市部では、防除を民間業者に委託する事例が多いと思わ

れるが、都市部における民間業者による防除の実態が把握できていないと感じる。

また、都市部では保健行政や獣医が防除を担っている例もあるので、殺処分を依

頼するなど、獣医師等と連携を図る必要がある。射撃場での捕獲個体のモニタリ

ングでも、獣医師と連携することで、性別や齢だけでなく、人獣共通感染症のモ
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ニタリングを実施できるのではないか。これはアライグマの危険性について啓蒙

する上でも役立つ。最後に、捕獲数が右肩上がりで増加したことは成果ではなく、

むしろ失敗の象徴である。それにも関わらず、次期計画にロードマップがなく、

具体的な目標も示されないことに強い危機感を覚える。 

 

県  これまで小委員会の場を開催しなかったことは率直にお詫び申し上げる。第２

次計画では、少なくとも中間報告は行い、必要であれば有識者の意見を伺う機会

をさらに設ける。目標については、他県の計画なども参考にしながら、個体数増

加や分布拡大を阻止し、農作物被害や生活環境被害を防止するという大きな目標

を最初に掲げ、そのあとで目標を達成するために必要な手段を記述するという構

成にしている。 

 

委員 生息数を把握するためのノウハウは持っているか。 

 

県  市町村から捕獲に関するデータを収集しているが、十分なデータが揃っていな

いため、生息数の把握には至っていない。また、先ほどの発言の殺処分に関する

提案を受けて、今後、殺処分について検討していきたい。 

 

委員 犬の回収トラックという仕組みが既にあるので、住民や市町村職員がアライグ

マの運搬に利用できるのではないか。 

 

県  動物愛護の観点から、アライグマの殺処分には炭酸ガスの安楽殺処分を推奨し

ているところである。 

 

委員 犬や猫の殺処分は炭酸ガスなので問題ない。獣医師会は麻酔による安楽殺処分

を行うことができ、また、避妊や去勢の経験もあり、アライグマの扱いにも慣れ

た獣医がいると思う。獣医への委託も一つの手段である。 

 

県  今後、獣医師との連携を図っていきたい。 

 

委員 感染症問題を注意喚起するためのパンフレットを作成するなど、市民（特に子

供）への啓蒙を検討してほしい。生息状況のモニタリングは、地域による生息密

度の違いを踏まえた上で実施する必要があると思う。実際、高密度地域ではくく

りわなの錯誤捕獲が増えており、生息状況の把握が難しくなっていると考えられ

る。アライグマの報奨金額がイノシシ等と比べて格段に低く、捕獲の際にくくり

わなが高確率で破損するため、狩猟者の捕獲意欲がわかない現状は課題であると

思う。モデル地区でもよいので、報奨金の上積みを検討していただきたい。 
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県  報償費の増額を計画に明記することは難しいが、検討していきたい。モニタリ

ングについては市町村と協議して、適切な収集の方法を検討していきたい。パン

フレットは県で既に作成しているが、計画改定を機に、内容を更新予定であるの

で、感染症の危険性についても盛り込みたい。 

 

委員 パンフレットの配布は、教育委員会と連携し、学校等に配布してほしい。 

 

委員 獣医師会を通して、動物病院に配布するのも効果があると思う。 

 

県  野生動物の市街地出没が増えており、人獣共通感染症のリスクも増加している

と考えられるので、野生動物全般について、教育委員会や獣医師と連携を図りな

がら、注意喚起や普及啓発を図りたい。 

 

委員 錯誤捕獲を記録する様式が見当たらないが、問題ないか。 

 

県  様式を再検討する。 

  

委員 錯誤捕獲した個体の処理（放獣等）についても情報を収集できると良い。 

 

県  報告内容については、報告元の市町村と協議しながら検討する。 

 

委員 計画が全く実行されておらず、失敗だという印象を受ける。かつて獣医師会に

アライグマの殺処分の協力依頼が来たときは、ほとんどの獣医師が協力できなか

ったが、最近は外来生物に関する理解も進み、獣医師が協力できる部分もあると

思う。県と獣医師会、市町村が積極的に連携できれば良いと思う。 

 

県  これまで意見交換の場を設けなかったことは改めてお詫びする。獣医師会とし

て支援いただける余地があるということで、獣医師会に相談に伺いたい。 

 

委員 アライグマは、シルバー人材に捕獲から処分まで委託しているが、いつまで予

算がつくかはわからない。アライグマに限らず、イノシシ等の様々な獣種に対処

する必要があり、ぎりぎりの状況で対応していることに御理解をいただきたい。

錯誤捕獲も含めた情報については、報告が上がるよう努めたい。教育委員会を通

して、環境教育の一環として子供たちへ普及啓発することも可能かと思う。 

 

県  多様な獣種に対応する必要があり、負担のある中で業務に取り組んでいる状況

は理解している。アライグマの生息域の拡大を食い止めるために、積極的に意見

交換をさせていただきながら、協力、連携して対応できる方法を模索したい。 
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委員 中間報告や評価について、計画内に明記してほしい。その際に、全国的に見た

千葉県の位置付けについて議論したい。千葉県の捕獲数は全国的にみても多いと

思う。 

 

県  中間評価を実施することを計画の中で明記する。 

 

委員 第１次計画で不手際があったことは間違いない。次期計画では、目標設定はや

や弱気だが、まずは個体数増加を止めることを目標として強調していると思う。

進行管理は年次計画を立てながら、モデル地区で試行錯誤しながら防除の実績を

積んでほしい。処分問題については、他県では指定病院と協力している例もある

ので、獣医師会をはじめ、他部署、他機関と連携して体制を築いてほしい。その

際、人獣共通感染症、ワンヘルスは重要なキーワードになり得るだろう。 

 

委員 生態系被害の現状がほとんど把握されていないので、県として情報収集しても

らいたい。そのデータが計画の評価指標にもなると思われる。 

 

県  今後、積極的に情報収集していきたい。 

 

委員 アライグマの増加による他の中型獣への影響も注意してほしい。委員長に伺い

たいのだが、アライグマの捕獲に適した餌は何か。 

 

委員 地域により異なるが、ネコ等の混獲を防ぐ餌が良いのではないか。餌の種類も

大事だが、痕跡をしっかりと調べた上で、わなの設置場所を選ぶことも重要であ

る。 

 

委員 修正意見としては、中間評価を明記するという一点のみでよろしいか。ほかに

修正意見はあるか。特に無いようなので、修正案については、委員長が確認する

ということでよろしいか。 

 

委員 異議なし。 


